
～ちょっと気になる感染症～ 

突発性発疹について 

 

◆突発性発疹とは 

ヒトヘルペスウイルス６型または７型による突然の高熱と解熱前後の発疹を特徴とする感染症

です。唾液中に排泄されたウイルスが経口的あるいは経気道的に乳児に感染すると考えられ

ています。 

乳幼児期、特に６～１８か月の間に罹患することが多く、それぞれのウイルスに感染し、２度発

症することがあります。 

 

◆症状について 

潜伏期間は１０日程度です。 

突然、３８℃以上の発熱が３日間程度続いた後、熱が下がるとともに、お腹や背中を中心に大

きさの不揃いな赤い発疹が出て、全身に広がります。発疹は体の中心から腕や首に広がりま

すが、顔や足には少なく、またかゆみなどを伴うことはありません。発疹は１～２日で消失しま

す。 

発熱時に、軟便若しくは下痢を伴うことが多いです。一般的に重症化しにくいですが、まれに熱

性けいれんや脳炎を合併することがあります。 

また、感染しても、熱や発疹など典型的な症状が現れないこともあります。 

 

◆治療・予防について 

特別な治療法はなく、症状に応じた対症療法が行われます。 

手洗い、咳エチケットにより自身や周囲への感染を予防しましょう。 

 

◆お子さんが感染したとき 

熱が高いときは脱水症状にならないよう、こまめに水分補給をさせましょう。 

熱が高く食欲が無いときは、消化がよく喉ごしのよいものを少しずつ与えましょう。 

 

◆学校保健安全法による取り扱い 

「学校において予防すべき感染症」の出席停止となる感染症ではありません。 
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